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１.品質保証プロセスにおける課題

一般的にソフトウェアの品質保証プロセスにおいては、以下の様な
課題が存在する。

• 大規模化・複雑化に伴い関係メンバーが増え、コミュニケーション
障害、情報の氾濫が生じている。

⇒デジタル化された情報の一元管理
⇒円滑なコミュニケーション支援
⇒膨大な情報から隠れた関連性（類似、相関など）の発掘

• プログラマがテストフェーズを担う事により、DEBUGに追われテ
スト密度が確保出来なかったり、第3者視点でのテストが不足する
傾向に有る。

⇒品質保証タスクの効果的分業化
• 往々にして、品質計測に関してもプロジェクトリーダの経験や勘に

基づくケースが多く、定量的な把握が出来ていないケースが多い。
⇒品質確保に向けた計画的なテスト管理
⇒定量化指標に基づく正確な品質評価

近年のソフトウェア開発においては大規模化・複雑化大規模化・複雑化が進んでいる。
しかしながら、エンドユーザからの高品質ソフトウェアを短期間で提供高品質ソフトウェアを短期間で提供
して欲しいという要求は益々高まっている。
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２.組織的品質保証メカニズム

ﾃｽﾀｰによるｼｽﾃﾑﾃｽﾄﾃｽﾀｰによるｼｽﾃﾑﾃｽﾄ
ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃｽﾄﾌｨｰﾙﾄﾞﾃｽﾄ

((顧客顧客ororﾃｽﾀｰﾃｽﾀｰ))

実行計画実行計画
機能仕様確定機能仕様確定

PRGPRG作成作成

単体ﾃｽﾄ単体ﾃｽﾄ

DEBUGDEBUG DEBUGDEBUG （（DEBUGDEBUG））

外部仕様品質検査外部仕様品質検査
品質検査仕様書作成品質検査仕様書作成
（品質保証ｼﾅﾘｵ策定）（品質保証ｼﾅﾘｵ策定）

ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ品質検査ﾌﾟﾛﾀﾞｸﾄ品質検査
（出荷ﾚﾍﾞﾙ確認）（出荷ﾚﾍﾞﾙ確認）

製造製造 ｼｽﾃﾑﾃｽﾄｼｽﾃﾑﾃｽﾄ ﾌｨｰﾙﾄﾞﾃｽﾄﾌｨｰﾙﾄﾞﾃｽﾄ 出荷検査出荷検査仕様定義仕様定義

品質保証品質保証
ｱｸｼｮﾝのｱｸｼｮﾝの
監視監視

開発者の動き開発者の動き

テスターの動きテスターの動き

品質管理者の動き品質管理者の動き

開発者、品質管理者、テスターそれぞれの役割に専念し品質保証することが重要開発者、品質管理者、テスターそれぞれの役割に専念し品質保証することが重要
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機能一覧
２.組織的品質保証メカニズム

品質管理者品質管理者品質管理者

テスター（＋ユーザ）テスター（＋ユーザ）テスター（＋ユーザ）

プロジェクト・リーダープロジェクト・リーダープロジェクト・リーダー

開発スタッフ開発スタッフ開発スタッフ

？？

情報の
氾濫

コミュニケーション
障害
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機能一覧
２.組織的品質保証メカニズム

次頁より組織的品質保証ツール「Q-One」をご紹介します。

品質管理者品質管理者品質管理者

テスター（＋ユーザ）テスター（＋ユーザ）テスター（＋ユーザ）

プロジェクト・リーダープロジェクト・リーダープロジェクト・リーダー

開発スタッフ開発スタッフ開発スタッフ

Webアプリケーションなので、
連絡票情報を常に最新の状態で一元管理

Webアプリケーションなので、
連絡票情報を常に最新の状態で一元管理

多くのプロジェクト関係者間の
コミュニケーションをサポート

多くのプロジェクト関係者間の
コミュニケーションをサポート

信頼度成長曲線などの品質を定量的に
把握するための機能を搭載

信頼度成長曲線などの品質を定量的に
把握するための機能を搭載

QQ--OneOne
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３.組織的品質保証ツール
「Q-One」のご紹介

３３..組織的品質保証ツール組織的品質保証ツール
「「QQ--OneOne」のご紹介」のご紹介



Copyright © 2004 KOZO KEIKAKU ENGINEERING Inc. All Rights Reserved. 
8

主な機能＜利用者機能＞

プロダクト一覧3-1.機能一覧

プロダクト一覧 プロジェクトを一まとまりのプロダクトとして管理する

プロジェクト一覧 連絡票一覧を表示する単位のプロジェクトとして管理する

連絡票管理 連絡票を管理（一覧表示・ステータス登録・CSVファイル出力）

テスト時間管理 テスト時間、テスト項目数の実績投入

利用者機能利用者機能

管理者機能管理者機能

グループ管理 ユーザが所属するグループ（会社、部門、チーム等）を管理する

ユーザ管理 ユーザ管理および現在ログインしているユーザを把握する

選択肢管理 優先度やテスト区分等のパターンを管理する

分析・集計機能分析・集計機能

集計 担当者毎、機能毎に障害件数を集計し、一覧に表示する

ステータス確認 障害の発生、 吸収状況を時系列で一覧、グラフで確認する

データマイニング 蓄積した情報から潜在的な関連性（重複、相関など）を発掘する

信頼度成長曲線 信頼度成長曲線の描画
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主な機能＜利用者機能＞
３-2.機能紹介 ～連絡表管理～

連絡票の一覧表示
表示内容のフィルタリング、ソーティング
が可能

連絡票の一覧表示
表示内容のフィルタリング、ソーティング
が可能

連絡票の詳細内容の表示連絡票の詳細内容の表示

機能メニューの表示機能メニューの表示
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主な機能＜利用者機能＞
３-2.機能紹介 ～連絡表管理～

連絡票の管理プロセス（起票→発行確認→対応
→対応確認）に合わせタブ単位での入力。
添付ファイルや一覧表のcsv一括出力、メール
での通知が可能

連絡票の管理プロセス（起票→発行確認→対応
→対応確認）に合わせタブ単位での入力。
添付ファイルや一覧表のcsv一括出力、メール
での通知が可能
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主な機能＜分析・集計機能＞
３-2.機能紹介 ～集計機能～

担当者毎、機能毎に障害状況を集計するこ
とが可能
（対策例）
◆障害が多発している機能
⇒システム構成の見直し、コードレビュー、
追加テストの実施
◆障害担当者の集中
⇒担当の見直し、追加リソースの検討

担当者毎、機能毎に障害状況を集計するこ
とが可能
（対策例）
◆障害が多発している機能
⇒システム構成の見直し、コードレビュー、
追加テストの実施
◆障害担当者の集中
⇒担当の見直し、追加リソースの検討
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主な機能＜分析・集計機能＞
３-2.機能紹介 ～テスト進捗状況確認機能～

テスト計画件数、障害発生予想件数、障害吸収計画と実績
データを時系列で一覧またはグラフ形式で確認することが可能
⇒品質確保に向けた計画的なテスト管理

テスト計画件数、障害発生予想件数、障害吸収計画と実績
データを時系列で一覧またはグラフ形式で確認することが可能
⇒品質確保に向けた計画的なテスト管理品質確保に向けた計画的なテスト管理

テスト消化実績テスト消化実績

テスト消化計画テスト消化計画
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主な機能＜分析・集計機能＞
３-2.機能紹介 ～テキストマイニング機能～

テキスト
データ

①分類の参考データ作成

単語の頻度・共起をもとに
クラスタ分析、マッピングな
どを利用

②テキストの分類

①での分類や既存の分類を
参考にテキストを分類

データの分類(既存データ) データの判別(新たなデータ)

電話サービスについて

要望

付加サービスについて

データ送信について

質問

苦情

要望

苦情1

質問1
質問2

要望1

苦情

苦情1

要望1

新たなドキュメントに対して

③カテゴリ分類

④類似ドキュメントの検索

を判別分析、類似度の計算などによ
り行う

判別結果の確認・修正とその学習

新たなカテゴリの追加

⑤FAQの抽出・作成や

データの時系列分析

分類モデル

教師データとして
利用

集計

判別可能 判別不可能

パターン学習

整理した情報をもとに、『どのような問い合わせがどの程度きてい
るのか、どこに問題があるのか』を把握することで、改善点の発掘、
戦略立案につなげることが可能

整理した情報をもとに、『どのような問い合わせがどの程度きてい
るのか、どこに問題があるのか』を把握することで、改善点の発掘、改善点の発掘、
戦略立案戦略立案につなげることが可能
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主な機能＜分析・集計機能＞

定量的な指標に基づいてソフトウェアの品質を評価
⇒品質基準に達していない場合、追加テスト

（必要時間、件数も自動算出）を実施

定量的な指標に基づいてソフトウェアの品質を評価
⇒品質基準に達していない場合、追加テスト品質基準に達していない場合、追加テスト

（必要時間、件数も自動算出）を実施（必要時間、件数も自動算出）を実施

３-2.機能紹介 ～信頼度成長曲線作成機能～

品質目標値品質目標値
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ご静聴ありがとうございました


